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一学 界 消 息一
「全 欧 運 動 の 起 点」
リュ クサ ン ブ ール 国際 比 較 法 セ ミナ ー見 聞 記
喜 多 了 祐
は し が き
1957年の夏か ら1959年の夏 までの欧州留学中,わ た くしは主 に ロソドソ ・ス
クール ・オブ 。エ コノ ミクスの学寮で過 ご したが,入 寮 して間 もない頃,寮 生
の一人 に連れ られ て,学 生 クラブのパ ネル ・デ ィスカ ッシ ョソを参観 した。そ
の 日の テーマは,「 イギ リスは どこまで ヨー冒ッパの ものか 」 とい うのであ っ
た。イギ リス側 パネル ・メ ンバ ーが い うのには,イ ギ リスが ヨー ロッパの一部
で ないと考え られ ていたのは地理 的分離 のためであ るが,次 第に大陸 の文物 を
摂 取す るにつれ て,ヨ ー ロッパの一部 とな ってきた とす る。 これ に対 して,大
陸側 パネル ・メ シバ ーズは概ね,イ ギ リス人 を今 尚 「特別な ヨー ロッパ人」 と
くユ　
感 じるけれ ども,政 治的 ・経済的 ・文化的に ヨー ロッパ統合の可 能性が 出て き
くわ
た ことは認 め るとい う意見であ った。 しか し,会 員一般の質問を受け る段にな
(i)ヨー ロ ッパ大 陸の人 々の イギ リス人 に対す る或 程度の違和 感 につ いては,フ ラ ン
ス近年 のベ ス ト ・セ ラー と 伝 え られ るPierreDaninos:LescarnetsduMajor
Thompson(堀口大学 訳 ・見 る もの,食 う もの,愛 す る もの一 へ そまが りの フ ラ
ンス探訪);LesecretduMajorThompson(同上一 へ そまが りの英米 探訪)と
い う二 巻本,と くに後 者 が多少 誇張 された形 においてで は あ るが興味 あ る実 証 を 示
して くれ る。
(2)その 頃は丁度 プ リンス トン大 学 シ ョー一ジ ・ケ ナン教授 の有 名 なReithLecturesが
Listener誌上 に連載 され,世 界 の反響 を呼 んでい た。教授 は,軍 備競 争 が却 って東
西の政 治的妥協の途 を封 じる もので あ るとし,NATOの 目的は マー シャル ・プ ラン
を始 め とす る西 ヨー ロッパ 共同体結 成の計 画 にあ る と見 る。軍 事的 な防 衛体制 も結 局
は西 ヨー ロ ッパ人民 の安定 した生 活 を中味 とす る外殼 固 めの計画 の一 環 にす ぎ な い
の だか ら,大 切 なのは外殼 で あ るNATOで な くて,中 味で あ るヨPtロッパ 復 興ce
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ると,議 論 は俄か に沸騰 した。或 る ドイ ツ学生が,一 方に共 産圏への防衛の必
要 を,他 方にアメリカ勢力喰い止めの必要を ヨ』ロッパ統合簡題の行 く手に力
説 したのに対 して,イ ギ リス学 生のなかに は,ヨ ー ロッパ共 同体 の構想は 片や
ソヴ ィエ ト,片 や アメ リカか らの板挾み にな った旧強 国群が 自分 たちの落 ち 目
を一種 の希望的観測に紛 らす 「絶望感 」(asenseoffrustration)の現われ に
す ぎない,と きめつけ る者 もいた。す ると,大 陸側学 生のなかか ら,イ ギ リス
が 大陸諸国か ら自己疎 外 して従 来 とか く独歩す る傾 向にあ った ことを指弾す る
声が起 る。 これ に対 しては,イ ギ リスは コモ ソウ ェルスの方を第一 に考 えなけ
れ ば な らなか ったか らだ とい うイギ リス学生の答弁で あ る。 ところが,こ の答
弁を待伏せ ていたか の ように,黒 人学生が 続 々と立 ち上 って,イ ギ リスが大陸
に対 して孤高 を持す るのは アフ リカの植民地 を背景 に した 「大英帝国」の意識
で はな いのか,と つ め よる。わ た くしはそ うした状景のなかに ヨー ロッパの近
い将来 の縮 図が あ るよ うに感 じた ことで あ った。
前置 きが長 くな ったが,も う一つ。 フラソスの或 る学生が 「この問題は大陸
の反 対側(theotherside)で考 えて も仕方がな い」 と忠告 して くれ た の で,
わ た くしは1959年の春 ドウヴ ァ海峡 を越 えて,「 全 欧運動 の国際 起 点」(un
carrefourinternationalduMouvementEurop6en)といわれ る リュクサ ソブ
で　　
-tル大 公 国(Grand・Duch6deLuxembourg)を 訪 れ た 。 幸 い に 前 年 の8
月 こ の 国 で 開 設 さ れ た ば か り の 国 際 比 較 科 大 学 比 較 法 学 部(laFacult6
1nternationaledeDroitCompar6,Universit61ntematiollaledeSciences
ゴ　 ノ
Compar6es)から奨学金 を貰 うことがで きたので,春 学期 の約1ヵ 月を世 界各
幹計 画 だ とい うので あ る。か くして,教 授は西 ヨー ロ ッパの技 術 的経済 的進 歩 を促
す強 い 協 力体制 を築かね ばな らぬ と結論 す る。GeorgeF.Kennan:Russia,the
AtomandtheWest(1958).
(1)わが国で はル クセ ンブルグ(Luxemburg)とい う ドイツ語呼称 が通 つてい るけれ
ど も,こ の国の公用語 は フ ランス語であ るので,こ こでは フ ランス語 呼称 によった。
(2)この大 学 は1958年8月11日比較 法学部夏 学期の 開講式 を もって始 ま った。 わが国か
らは石崎教授(東 北大 学)及 び谷 口教授!大 阪市立大学)が 参列 し,谷 口教授 は 「
日本法 は大 陸法 と英米 法 との結合 体系で あ るので,わ れ われ の経 験は比較 法 の 見 地
か ら若干 の示 唆 を与 え るで あろ う」 と祝意 を述べ た。 この と きには,34ヵ国か ら131
名の受講 生が参加 したが,そ の なか には 日本 か らの小 山教 授 と深 瀬 助 教 授(い ずれ
も北海道大 学)の2名 が含 まれてい る。 ヨー ロッパ以外の 国か らの参加は,セ ミナー
の運営 を多彩 な らしめ る意味で大 いに歓 迎 され,従 って また優 遇 され るの で,い 砦
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掴 か らの若い法律家 た ちとともに この国の実地見 聞に費す機 会 に 恵 まれ た 。
或 る 日,ド イ ツ ・フラス ソ ・ナース トリアなどの受講生数人に加わ って,エ ス
プ レ ッソの小 さな店で ヨー ロ ッパ共 同体 を談論 した。先 ず ドイ ッ人がい うのに
は,最 近 この構想 にイギ リスが 加担 してい るのは,大 陸諸 国の団結 を恐 れて覗
き見 に入 ってい るのだ とす る。 この見解に和 す るかの ように,フ ラソス人が問
題 の中心は フラソス と ドイ ツとの結 合にあ ると力説す る。そ うす ると,オ ース
トリア人は,ヨ ー ロ ッパの統合な るものが ドイ ツとフ ラソス とイ タ リアの問題
で あ ることが他の大陸諸 国には不満であ るのだ とい う。そ こヘエス プレ ッソの
主 人が割 り込 んで きて,「 リュクサ ソブルジ ワーズはイボ ク リットだか ら,そ
んな理想は ど うで もいい。戦時 中は,土 地 の者は リュクサ ソブルジ ワであ るこ
とを誇 りに した。外来 の者 まで もが リュクサ ソブルジ ワであ る振 りを した もの
だ。 と ころが,戦 後はみ んなが外国人の振 りを して い る。そ うした方が都合 よ
いか らだ 。外 国のお蔭で生 きてい る毎 日であ ってみれば,自 分個人 さえ暮 しが
良けれ ば充分だ とい う思想 にな るの も無理はない」 と,や や投げ出す よ うに い
うのだ った。 ドイ ツ語 とフラソス語 との激 しく乱れ飛 ぶそ の対 話 を 聞 き な が
ら,わ た くしは ロン ドンの学 友たちが論 じてい た 「ヨー ロッパ 合 衆 国」(the
UnitedStatesofEurope)の日尚遙かに遠 い こと,そ れ よ りも ドイ ツとフラ
ソス との谷間に あ っ て ヨ ー ロ ッパ の 「カ ラ ンピ'ア地 区」(un《Columbia
-district》eu。rop6en)たらん とす る 「小 さ き城 」(Lucilinburhuc=li廿1eburg
=littlefort)リ=クサ ンブール大公 国の指導者 たちの悲願の方が問題であ ると
くユラ
い うことを,は しな くも戦後米 ソの ヨ リ深 い谷間に追い落 され て中立論争 を捲
馨 わ ば特 待 生 級 で あ る 。 こ の 学 期 の 模 様 は,リ ュ ク サ ン プ ー ル 国 務 省 刊 行 の
Universit61nternationaledeSciencesCompar6es(janvier1959)に詳 し い 。
次 い で,1959年の春 学 期(3月16日 か ら4月17日 ま で)に は,37ヵ 国 か ら174名の
受 講 生 が 集 った 。 わ た くし が 参 加 し た の は,こ の 学 期 で あ る。 この と きは,日 本 人
は わ た く し一 人 で あ った 。'
尚,そ の後 伝 聞 し た と こ ろ に よ れ ば,同 年 の夏 学 期(8月11日 か ら9月24日 ま で)
に は,39ヵ 国 か ら201名の 受 講 生 が 比 較 法 コ ー スの た め に,ま た18ヵ国 か ら106名の
受 講 生 が ヨー ロ ッパ 共 同 体 の 特 殊 研 究 プ ログ ラ ムの た め に参 加 した とい う。 更 に,
1960年の 春 学 期(3月21日 か ら4月30日 ま で)に は,日 本 か ら加 藤 由 作 博 士(一 橋
大 学)が 保 険 法 の 講 師 と して 出 向 か れ た模 様 で あ る。
・(1)Calteux・Hoffmann:Luxembourg,villeeurop6enne(1957),p.12.いわ ゆ る
「全 欧 運 動 」 を推 進 して い る地 元 の 言 論 機 関 は,本 書 の 編 者 に よ って 年4回 刊 行 さ
れ て い る 「フェデ ラリ ス トの 声 」(LaVoixFederaliste)であ る。
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くり
き起こしている日本の身につ まされて感 じたのであ る。
ところで,わ た くしの専門は国際法でもなければ外交史で もな く,況んや国
鹸 係論や購 政治学でもないので,専Fr的見地か らこの国の過去と現在傭
ろ うとす るのではない。ただ,た また まこの国の催 しで あ る国際比較 法セ ミナ
ーに参加 して,自 分 の見 聞 したと ころを一種 のルポル タージ ュと して報告 した
い と思 うだけであ るQ
リ ュ ク サ ン フ ー ル
大 公 国 瞥 見
セ ミナ ーの模様は他の機会に述べ ると して,こ の報告 では,リ ュクサ ソブ ー
ル とは どんな国であ るか を概観 しよ う。 とい うのは,そ れ はわが 国で余 り知 ら
ゆラ
れ ていな い よ うだ し,ま たそれ を知 ることが セ ミナーの開催趣 旨を理解す るこ
とに もな るか らであ る。
先ず,今 日の リュクサ ンブール大公 国はナ ッソー王朝世襲の立憲君主国で あ
る。 ナ ヅソー王朝 とい うのは,中 世 ヨー ロッパに勇名を馳せ た北 部高地の貴族.
ヴ ィアンデ ン伯一家が14世紀に男系の世継 ぎを欠いたため,女 孫 アデ ライ ーデ
(Ad61aide)がナ ッソ・一=デ ィレソブル ク家 のナ ー トソ(Othon)と結婚 して,
ナ ッソ・一=ヴ ィアンデ ン(Nassau・Vianden)家を設けたのに始 まる。 これ が后
にオ ラソダのナ レンジ王家 と姻戚関係を結 んで,オ レソジ=ナ ッソー(Orange-一
(3)
Nassau)王家 の成立 を見 る。 この王家は1815年の ヴ ィーン体制 に も とづ き,三
(1)田岡良一 ・永世 中立 と日本 の安全保 障(昭 和25),106-123頁参照 。恐 らくこれが
わ が国で リュクサ ンブール大 公国 に関す る最 も詳 し く最 も新 しい研究で あ ろ う。
(2)イギ リス ・アメ リカ ・ス ゥ=.一・デ ン ・デンマー ク ・ノー ル ウェイ ・ス イス な ど の
諸 国は,こ の国 に本拠 を置 くヨー ロ ッパ石炭 鉄鋼共 同体(C.E.C.A.)の非 加 盟 国
で あ りなが ら,そ の最高機 関(laHauteAutorit6)に外交使節 を派遣 して お り,と
くに英米 両国は戦后 この 国の国際的地位 の重 要性 を認 めて,別 に在 リ ュクサ ンブー
ル全権公 使 を設 けてい る。 わが 国では,在 ベルギー全権大使 が必要 に応 じて この 国
との関係 を管轄 してい るにす ぎない。余 談であ るが,わ た くしの滞在 申,こ の 国に
居 た 日本 人は,ヴ ァイオ リニ ス トの豊 田耕児氏 とわた くし との 二人 だ けだ ・た よ う
で あ る。
(3)その王城 は今 も北部高地 の古都 ヴ ィアンデ ンの一 角に讐 え立 ち,ア ル デ ンヌ山林
地 帯 随一 の景観 をな してい る。
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(1)
代 にわ た り低地国王 のほかに リュクサ ンブール大公の資格 を兼併 したが,1890
年 ヴ ィルヘルム三世 の崩御に よって,王 家に男系 が絶えたので,女 君 を認 めな
い リュクサ ソブール大公国の伝統 に従 って,大 公の位 は地元 ナ ッソー=ヴ ァイ
(2)
ル ブ ル ク(Nassau・Weilbourg)家に 帰 した 。 爾 来,こ の 国 は オ ラ ン ダ と の 同
君関係を解消 して,独 自の王朝をもっているわけだが,そ の間には女君を認め
ない とい う伝統 を修正 して まで,王 朝の正系保存 を図 ってい る。す なわ ち,ア
ー ドルフ(Adolphe)大公(1890-1905),ヴ ィルヘル ム四世(WilhelmIV)
大 公(1905-1912)と二 代 続 い た 后 に は,マ リー ・ア デ ライ ー デ(MarieAd6一
1aide)女大 公(1912一 ユ919)が立 ち,そ の 後 は ま た 妹 の シ ャ ル ロ ッ ト
(Charlotte)女大 公(1919-)によ っ て 継 が れ た 。 これ が 現 君 主 で あ る。 シ ャ ル
ロ ッ ト女 大 公 は 旧 フ ラ ン ス 王 家 の 流 れ を くむ ブ ル ボ ン=パ ル ム 家 の フ ェ リ ッ ク
ス(F61ix)公と結婚 して,六 子 を も うけ てい るが,長 男 の ジ ャ ン(Jean)公
太子 は数年前にベルギ ー王 室 の ジ ョセ フ ィン ・シ ャル ロ ッ ト(Josξphine-
Charlotte)王女 と結婚 した。その結婚式 には,す でに無冠 の元 イタ リア国王及
び王妃 も有冠で列席す るな ど,現 在及び過去 の ヨー ロッパ諸国王の一族が招待
の ノ
され,壮 観であ った とい うことであ る。 と くに,オ ランダO.「烈婦」 といわれ
(42
るユ リアーナ現女 王 とは,王 朝 の系譜 を同 じ くす るだけで な く,立 場 と経験 も
(1)これに よ って,オ ラン ダ国王 は リュクサン ブール大 公 の資格 で ドイ ッ連邦 議会 に議
席 を与 え られ た一 方,ド イッ連邦 は プ ロシャ軍 を リュクサ ンブー ル城 に置 いて フ ラン
スへ の抑 えを利か した。 田岡 ・前 掲,107-109頁。
(2)尤も,こ の と き既 に ヴィー ・ン体 制は 崩壊 し去つ て,一 方では ベ ルギ ーの独立(1839
年)に よづて オ ラン ダ本国 と離 間 し,他 方 では ロン ドン会議 に よ る永世 中立 化(1867
年)の た めプ ロシ ャ軍の守備 を解 かれ た リュ クサ ンブー ル大 公国 自身は,オ ラン ダ
王室 に男系が絶 えた この絶 好 の機 会 に,独 立 の実質 を克 ち 取 ろ うとす る国民感情 を
地 元 アー ドル プ大 公擁立 の形 に表現 したのだ,と リスク サ ン ブ ・ールの学者 は説 明 し
てい る9JosephPetit:Luxembourg,Plate-formeInternationale(1953),P,38.
(3)JosephPetit:Luxembourg,yesterdayand・today(1954),P.112.この国で
は,公 室 の慶事は すべ て国民祝祭 日 とされ る。因 みに,わた くしが滞在 していた頃,
日本皇 太子婚約 の報が地元新 聞の一 面 及 び二面 にわた って大 々的に伝 え られた こと
を,想 起 す る。 その記事 は可成 り想像 を混 えた もので,と くに一一面 の殆 ど全部 を 「
大 日本帝 国海軍 」の軍艦旗(色 刷 りで あ る!)と 明治 ・大 正時代一般 庶民 の神前 結
婚 風景 と思 われ る大 きな写真 とで埋 めつ くし,こ れを 日本皇 太子 の姿 として 報 道 し
ていたの には,驚 か され た。 この国に おけ るニューズ ・ヴ ァ リューの内容 を見 せつ け
られた感 じであ った。
(4)LordDavidCecil,inLife(Aug。5,1957),p.52.ユリァーナ現女王 は*
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似 てい るところか ら,シ ャル ロッ ト女大公はいわぽ親戚 以上の付 合いを してい
るよ うであ る。 とにか く,今 日世界一般の傾 向と して,君 主制諸 国家 の没落が
伝 え られ るとき,ヨ ー ロ ッパに生 き残 った各国君主 の同族意識は,根 強い もの
が あ るよ うに思われ る。それ に して も,ヨ ー ロッパ諸君主 の同族意識だけで,
この国の君主制 は支え られ うるもので はない。そ こに民衆的支持の諸 条件がな
けれ ばな らないか らであ る。
恐 ら く近代 的民主 国家 において君主制が何 らか の存在理 由を もつ とすれ ば,
そ れ には二 つの ものを挙げ ることがで き よう。一つ は便宜的 な理 由で,儀 礼的
な もの の必要であ る。今 一つは理想 的な理 由で,国 民統合 の象徴 と しての意義
で あ る。前者 の儀 礼的 な ものは結 局心理的 な要求であ って,こ れ は敢 て君主制
に よらず ともこの国の大部分を支配 してい るローマソ ・カ トリック教 に よって
(1)
充分に満足され る筈であろ う。従 って,リ ュクサンプール大公国におけ るナ ッ
ソー王朝の存在理由は主 として後者の点になければな らない。但し,そ れは現
代の政党政治 との関連で超党派的なものが必要だとか,と くにこの超党派的な
ものが世襲制の上に立っておれば各派抗争の余地ない点で有利であるとかい う
ぐ　う
よ うに,国 内 統 合 面 で 象 徴 的 意 義 を 有 す るか ら で あ る よ り も,む し ろ対 外 的 に そ
の よ うな 統 合 の 象 徴 と して 活 躍 す るか ら存 在 す べ き で あ る と 観 念 され て い る よ
うで あ る 。 こ の 期 待 に 応 え るだ け の 努 力 を シ ャ ル ロ ッ ト女 大 公 一 家 が 献 身 的 に
*ま だ未婚 の王女で あった頃,彼 女 の母 ヴ ィルヘ ル ミー ナ女王が ナチ スの圧迫 に屈 し
たた め,自 分 の夫 として ドイ ツの旧王族 ベ ルンハル トを迎 え させ られ た。 ヒ ッ トラ
ー は これ を足場 として オ ラ ン ダと ドィッ との連邦 化 をオ ランダ王室 に 提案 したが,
この と きの王女 ユ リアーナの回答は,「 母は ドイツの よ うな大 国を支配す るほ どの
王者 とな る に は齢 を と りす ぎて います」 とい うので あ ・た。 この ため,ヒ ットラー
の提 案 は失敗 に帰 した とい われ る。
(1)二・三の都市 には,プ ロテス タン トや ユ ダヤの教 団 もあ るよ うだが,そ の 勢 力 は
殆 ど問題 にな らない 程度の ものであ る。
《2)戦後第一回の総 選挙(1945年10月)は全国4選 挙区で 行なわれ,キ リス ト教社 会
党 ・社 会党 ・民 主党 ・共産党 の4政 党 が一院制 の議 会に そ れ ぞ れ代 表 を送 った けれ
ど も,そ の結果 組織 された政 府は一種 の 挙 国一致 内閣で,1947年2月末 まで継続 し
た。 その後は キ リス ト教社 会党 と民主党 との連 立内閣で,こ れが1951年6月まで存
続 した。 この年 の総 選挙では,52の議席 がキ リス ト教社会党21,社 会党19,民 主党
8及 び共産 党4に 分 れたので,今 度は キ リス ト教 社会党 と社 会 党 と の連 立内閣に切
り替 った。議 席数 は人 口5,500につ き一 つの 割合 で決定 され るか ら,現 人 口315,000
の もとでは57議席 とな るが,議 会勢 力の分布 には さした る変 化は ない。 とに か く,
政 党政治 の本格 的な 展開は まだ見 られな い よ うで あ る。
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払 ってい ることは,特 筆 に値 いす る。女大公治世の前半20年は丁度二 つの大戦
の 中間に当 り,平 和で豊かな生活が この 国に続いた。小国なが ら能 く世 界第 七
位 の鉄鋼 生産国 にの し上げたの も,1930年頃であ る。 しか し,そ の国際政 治的
な地 位は必ず しも安定 した ものではなか った。 とい うのは,1867年ロソ ドソ条
約 以来 の永世 中立 国 としての地位につい ては,1919年ヴ ェルサ イユ 平 和 会 議
ぐめ
で,当 の リュクサ ンブール 自身の 同意な しに,一 方的廃止 の決議が なされ たか
らで あ る。 この会議はベルギ ーの永世 中立 を も廃止 したけれ ども,リ ュクサ ソ
ブール大公国はベルギ ーと異 り,1914年ドイ ツ軍 の侵入を受けた経験 にかかわ
らず,永 世中立国 と して留 る ことを希 望 したので あ る。従 って,ヴ ェルサ イ ユ
平和条約 に事後 の承 認を与 えなか ったのみな らず,1920年国際連盟への加入を
く　　
申請 したときも,ス イスと同様に,連 盟規約16条に もとつ く共 同制裁,と くに
そのための軍事行動に参加す ることの困難,及 び参加 してもその効果の僅少な
ことを説 き,永 世中立を国是 として堅持す る旨の希望を披渥 したのであった。
しか し,連盟理事会の主要国は平和会議当時の重だった戦勝国であ り,自分た
ちが平和会議で下 した決定を 今 更 変 更す ることには気乗 りしなかったのであ
る。そ こで,リ ュクサソブールはやむな く無条件で連盟に加入 したことにな る
わけだが,こ の無条件加入行為に よって大公国は永世中立の廃止に黙示的承認
ピの
を与 えた もの と一般に見な され てい る。け れ ども,こ の よ うな見方は リュクサ
ンブール 自身の立場 か らす るもので はない。そ こに,こ の国の国際政治 的な地
ほ ラ
位 の不安定 さが あ ったので あ る。果 して,1940年5月10日西部国境 に砲声 と爆
(1)リュ クサ ンブー ルは この平和 会議 に招請 されなか った。 これは,1914年ドイ ツ軍
が侵 入 した とき,大 公 国政府 が ドイツ政 府 に抗議 を提 出しただ けで,そ の ほか に何
らの抵 抗 を も試 みなか ったた めで あろ うが,ロ ン ドン条約 に よ り国内治安維 持 の た
めに必要 な限度以 上の軍 隊を もつ ことを禁止 されて い る 永世 中立 国 として,そ の無
抵抗 は 当然 の措 置で あ り,英 仏側 もそれが ドイツの条約違 反 行為 に加 担 した ことに
な るとはみな さなか った。 しか も,リ ュ クサ ンブー ル自身 は政府 軍 を もっ て抵 抗 を
しな か ・たけれ ど も,義 勇軍 を米仏 の軍 隊 に送 って,3,000人の戦死者 を出 して い る乱
のだか ら,平 和会議 に招請 されなか ・た ことについては,国 民 感情 として割 り切 れ
ない ものが残 っていた よ うで あ る。 それ らの戦死 者 たちのための 記 念 碑 は第 二次大
戦中,リ ュクサ ンブー ル国民 の反対 デモに もかか わ らず,ナ チ ス に よって取壊 され
たが,戦 後再 建 され た。
(2)スイスは連盟規 約16条の義 務免 除を要求 し,こ の要 求が容 れ られ た 上 で 加 入 し
た。 田岡 ・前 掲,194頁。
(3)田岡 ・前 掲,122頁。
〈4)Petit:Luxembourg,Plate・formeInternationale,P、64、
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音が轟 き渡 り,山 間 の平和境は怒濤 のご と く侵 入 して くる ドイ ツ軍に踏み荒 ら
された。四半世紀に再度の独軍侵竃で あ る。 シ ャル ロット女 大公一家 は この と
き政府 閣僚 とともに英米両 国へ の亡命 を決断 した。 ヨー ロッパ解放の連 合軍 に
加わ るためであ る。
その 日は ・ リュクサ ンブ ール大公国の歴 史的転換 の 日で もあ った。 ロソ ドン
条約以来苦節73年,忠 実 に歩み続 けた中立の途 は事実上終止符 を打たれたので
あ る。デ ュポ ン首 相は,「 ドイ ツの侵 略行為 に対す る唯一可能の返 答はわれわ
れの敵対行為でなければな らない」 と述べ,女 大公の名に おいて宣戦 を布告 し
た。か くして国外 レジス タソスの活動 に入 った女大公一家 は,リ ュクサ ンブー
ル を連合国の一 員 と して承認 させ ることに先ず成功 した。 これには,祖 先墳 墓
の地 を リュクサ ンブールに もつ ローズヴ ェル ト米大統領 の助言 も与 って力あ っ
ほ 　
た ようだが,そ の後ろ立てを得て奔走 した女大公の外交的手腕と不挑の努力と
ヒオノ
は高 く評価 されて よいだろ う。のみ な らず,フ ェリックス公 とジ ャン公太 子 と
は率 先イギ リス陸軍 に義勇兵 と して参 加 したので,こ れに刺戟 された リュクサ
ンブールの青年 たち は 国外各地で続 々義 勇兵 を志 願す るよ うにな った。国外の
そ うした動 き と相呼応 して,国 内で も対独 抵抗運動 は陰 に陽 に 推 し進 め られ
た。第一・次大戦 中の ドイ ツは内政 には余 り干渉 しなか ったけれ ども,今 回の ナ
くの
チス は徹底 的な内政干渉を行 な った。議 会を解散 し,政 府要員の上下を問わず
解任 し,行 政各部には ナチス党員を ドイ ツか ら長 と して配置 した。最高機関に
は 「地方司政 官」(Gauleiter)とい う党の指 導者を任命 し,そ の指 導下に民衆
の言論集会を弾圧 した。いわゆ る 「ドイ ツ嫌 い」(germanophobie)の政治家
やジ ャーナ リス トが逮捕 され,収 容所送 りとな った ことは,い うまで もない。
(1)Frank】inDelanoRooseveit大統 領 は,そ の 洗 礼 名Delanoが 意 味 す る 通 り,母
方 の 先 祖 が リュ ク サ ン ブ ー ル 大 公 国 のClervauxに 住 む 貴 族deLannoi(-Delano)
家 の 出 身 で あ る 。1621年,こ の 家 のPhilipdeLannoiと い う人 物 がFortune号 に
乗 ってLeyden(オ ラ ン ダ西 部 の 港)か ら船 出 し,マ サ チ ュ ー セ ツ 州 プ リマ ス に 上 陸
し た 。Petit:Luxembourg,yesterdayandtoday,P.104.
(2)例 え ば,リ ュ クthン ブ ー ル を 世 界 地 図 に 留 め 置 く運 動 を 起 こ し た の も,女 大 公 の
功 績 とい わ れ る 。TheLuxembourgGreyBook,baseduponoff玉cialdcouments
withaPrefacebyM.JosephBech,MinisterofForeignAffairsoftheGrand
Duchy(1942),p.50etseq.
(3)Petit;op.cit、,pp.74,87-94.
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この国の天然資源で あ る林産物 ・鉱産物は勿論,生 活必需 の農産物 まで もが夜
を 日に継 ぎ ドイ ツへ送 り込 まれた。学校 におけ る伝 統の宗教 教育は廃止 され,
800年来の公用語であ るフラソス語 の使用 もまた厳 禁 され た。 フラソス姓 名は
すべ て ドイ ツ姓 名に変更す る ことを強制 され,同 様の強制措置 は由緒 あ る街 路
名につい ても執 られた。首都 目抜 きの 「自由街」(AvenuedelaLibert6)は
一夜 に して 「ア ー ドル フ ・ヒ ッ トラ ー通 」(Adolf・Hitler・Straβe)と改称 さ
れ,そ の路上をゲシ ュタポが潤歩 した。民衆 は これに対 しサボ タージ ュ,ス ト
ライキ,列 車転覆 な どを もって果敢に抵抗 したので,「 ドイ ツ建 設作業 を危 殆ほう
な らしめたか どで」(wegenGefahrdungdesdeutschenAufbauwerkes)大
量 の処刑者 を出す結果にな った。そ して,1941年10月,ナチスは リュクサ ンブ
ール大公 国を ドイ ツに合併す るための国民調 査 と して各成 人に ,自 分は ドイ ツ
人で あ ること,自 分の母 国語は ドイ ツ語で あ る ことな どを記入 させ るとい う巧
妙 な方法で,一 種の住民投票 を執行 した。 しか し,調 査票には何れ も,自 分 は
ル クセソブルグ人で あ り,自 分 の 母 国 語 は ル クセ ソブル グ語で あ るとの記入
が,勇 敢 になされ たので,ナ チス司政官は怒 って,一 片の告示 に よりリュクサ
ンブ ールの併合 を宣言す るとと もに,報 復措置 を準備 し始めた。 これが翌年8
月満20才の リュクサソ ブール壮丁に対 して課 された ドイ ツ国防軍 への徴兵制 で
あ る。事 ここに到 って,民 衆 は遂 に蜂起 した。 ドイ ツが最 も重視 していた リュ
クサ ンブールの主産業 を担 う製鋼所 の煙 突 とい う煙突 には,大 公 国の三色旗が
掲 げ られ た。 この致命的なゼ ネ ・ス トに遭遇 して,ド イ ツ側 は9月1日 全土に
戒厳令 を施 き,武 力 を もって暴動 を鎮 圧 した。そ の後 には,事 件 関係者の家族
ぐるみ 追放 と財産没 収,更 には16才以上の少年 少女 に対す る ドイ ツ国内収容所
で の強制労働 とい う非道 の手段が執 られた。 しか し,こ の事件 は米英首脳者 を
ぐの
痛 く感激 させ,や が て連合国側の大陸反抗へ の導 火線 とな った ことであ る。
ユ944年9月10日,首都 リ=ク サ ンブールは フ ヱリックス公 とジ ャソ公太子 を
先 発隊に立てた ア メ リカ軍 の手 に よって解放 された。その後 は翌年 の1月 末 に
(1)これは当時 の処刑告示 の文 句で あ る。 こうした抗独地下 運動者 はmaquisと呼 ば
れた。
(2)1942年9月ア メ リカのハル国務 長官及 び イギ リスの イ 一ーデン外相 はそれ ぞ れ 特 別
の メ ッセージを リュ クサ ンブー ル国民 に送って,そ の独立精 神 を讃 えた。
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わ た っ て,ア ル デ ン ヌの森 に,ま た ズ ー レ の 清 流 に,ド イ ツ軍 との 死 闘 が 繰 ウ
(1)
返 されたが,国 境の古都 「小 さきスイス」 といわ れ るエ ヒテルナ ッハの一角か
ら侵入 した アメ リカ軍 の前 に,ド イ ツ軍 が最後 の拠点 と頼む ジ ー クフ リード線
の鉄壁 は崩れ去 った。 この間,リ ュクサ ンブ ール国民の6万 人 以 上 が 家 を 失
い,全 国農地の45%が耕作 不能 とな った。戦後 経済 の再建は後述す ると して,
再建 のス ピードが意外に早 かったにつ いては,戦 時 中か ら一貫 しての米英両 国
し 　 　
の後ろ立てがあったことも勿論なが ら,リ ュクサンブール大公国自身が戦時中
に実証 した旺盛な独立精神を引続 き発揮して,積 極的に国際協力の実を挙げた
くへの
ことに よると ころが大であ る。す なわ ち,1948年4月28日,憲法 を改正 して,
80年にわ た る永世 中立 を正式 に廃止 したのは,大 戦 前 までの消極的な中立政策
が空 しい 自己逃避にす ぎなか った ことを悟 ったか らであ る。ベ ック(Bech)外
相はそ の趣 旨を議会において こ う説 明 した。 「1940年の変 事 は わ れ わ れ を し
て,好 む と好 まざるとにかかわ らず,相 当の関与者 た らしめ た。わ れわれは も
はや無 関心 な中立的 傍観者で はな く,積 極 的な行動者 なのであ る。わ れわれ の
使 命は,世 界におけ る諸 国民 の,そ してと くに ヨー ロッパ諸国民 の連 帯 とい う
わ れわ れの現実 的利益 に よって特徴づけ られ てい る。 この連帯のみが旧大陸 に
往年 の政 治的物質的優位 を取 り戻 させ ない まで も,少 くと も安全 と 自由と繁栄
を保証 し,ヨ ー ロッパ諸 国民 を奈落にた り込む ことか ら防 ぐことがで きるで あ
け ノ
ろ う」 と。 これ よ り先,1947年には,大 公 国は連合国の一員 として当然に国際
(1)ア ル デ ン ヌの 戦 闘 で 活 躍 し た ア メ リ カ軍 は,パ ッ トン将 軍 越 下 の 有 名 な第3陸 軍
とヴ ァ ンデ ンバ ー グ将 軍 の 率 い る第9空 軍 とで あ るが,こ の 戦 闘 で パ ッ トン将 軍 を
始 め5,100人の ア メ リカ兵 が 戦 死 した 。 その 墓 地 は,現 在 首 都 か ら5粁 の と こ ろ に
あ る。 そ こか ら更 に1粁 の 地 点 に は,や は りこの 戦 闘 で 死 ん だ ド イ ツ軍10,000人の
墓 地 が あ る。大 戦 中 リ ュ クサ ン ブ 一ール の状 況 に つ い て は,PaulWeber:Geschichte
LuxemburgsimZweitenWeltkrieg(1948)が詳 しい 。
(2)と くに ア メ リ カの在 リュ クサ ン ブーtル代 理 公 使GeorgePlattWallerの献 身的
な 援 助 が リュ クサ ン ブー ル で は高 く評 価 され て い る。 彼 は,諸 外 国 の 駐在 外 交 官 が
全 部 この 国 か ら引 揚 げ た 後 も,一 介 の 領 事 に 自 ら格 下 げ して も ら って,こ の 国 に 踏
み 留 ま り,ア メ リ カが 参 戦 す るま で,ド イ ッ軍 占領 下 の リ ュ クサ ン ブー ル 国 民 を救
済 す るの に 努 力 した 。Petit:op.cit.,p.88.
(3)リ ュ クサ ン ブt・・一ル大 公 国 憲 法 は ロ ン ドン条 約 の 翌1868年に 制 定 され,そ の 後1919L
年 に一 部 修 正 され た 。 婦 人 参政 権 は,第 一 次 大 戦 直 後 に 導 入 さ れ た もの で あ る。
1948年の 改 正 は,従 って二 度 目の もの で あ る。
(4)Petit:oP.cit。,P.125etseq.
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連合に加盟す ることができた。第一次大戦後の国際連盟成立 の過 程 にお い て
は,リ ュクサ ンブール大公 国の存在は殆 ど無視 し去 られ ていた。僅かに アメ リ
カの ウ ィル ソン大統領が ヴ ェルサ イユ平和 条約 に先 立つ諸 会議におい て リュク
サ ンブールの よ うな小国の権益 を擁 護 して くれた程度であ った。 ところが,第
二 次大戦 に よる国際連合の成 立過程には,初 めか ら リュクサ ンブールの名は,
ユ ノ
連合 国の一員 と して登場す る。そ して,そ の活躍舞台 も次第に拡が って行 くの
く　ク
である。国連加盟の翌年には,ベ ネルクス三 国関税協定に調 印し,更にその翌
くの
年にはブ リュッセル条約や北太西洋条約の軍事機構に も参加 した。
しか し,こ の よ うな転換振 りは,曾 ての小 国が今や 「強 国」(Puissallce)の
装 いを こ らす ことではない。 リュクサ ンブール大公 国はそ の名称 とは逆に 依然、
と して 西 ヨ 一ーロ ッパ 随 一 の 「小 国 」(unpetitpays)であ る 。 面 積 約1,000平
方 マイル,人 口約30万であ るか ら,わ が神奈 川県 ほ どの広 さの土地に,神 奈 川
県人 口の10分の1に 当 る人数が住んでい るにす ぎない。歴史的に見 れば,中 世
ぐの
に おいて この 国は現在の4倍 に当 る広 さを もってい たこともあ るが,15世紀の
(1)大戦中 リュ クサ ンブールが参加 した主 な国際 会議 を例示 すれ ば,
1941年6月セ ン ト・ジ ェt・一ムズ宮殿(ロ ン ドン)の 連台 国 会議(14ヵ国宣言)。 ∂
1942年1月ワシ ン トンの連 合 国共 同宣 言(26ヵ国調 印)。
1945年4月サ ン フ ランシスコ会議(50,.国参加)。
以上の ほかに,リ ュクサ ンブt・一・ルは連合 国救 済復 興機 関(UNRkA),国 連食糧農
業機 関(FAO),ブ レ トン ・ウッヅ協定 な どに も当初か ら関 係 してい る。横田喜三郎
・国際連合の研究(昭 和22),44-46頁。綜合 アメ リカ研究所 ・国際連合 の発展(昭
和21),19,20,26,40,52,59,65,88頁。
(2)ベネル クス(Benelux)とい うのは,周 知の 通 り,ベ ルギ ー ・オ ラン ダ ・リュクサ
ンブールの三 国の ことで あ るが,経 済 的協力 を 目的 とした もの には,こ の ほか に ベ
ルギ ー ・リュクサ ンブーtル経済 同盟 が あ る。 これは1922年に結 成 され た もの だが,
大 戦中解消 したので,解 放 後直 ちに回復 した。 尚,貨 幣経済上,リ ュクサ ンブール
はベ ルギ ー と同 名同価 の通 貨制 を採 ってい るが,事 実 上の通用 力 の範 囲か ら して,
リュクサ ンブー ル政府 当局 は 自 国 フ ランをな るべ くベルギ ー ・フ ランに替 え るこ と
を外 国人には奨励 してい る。
(3)これ らの軍 事機 溝にお け る国際的 義務 を果 たす ために,リ ュ クサ ンブールは1946
年 以来訓練 した陸軍 の一部 をそれに編入 してい る。 現 有兵 力は歩兵2ヵ大 隊(2,4eo・
人)で あ り,そ の兵式 はわた くしの見 た ところで は全 くイギ リス式 で あ る。 尚,こ
の 国は義務兵役 制で あ る。
(4)今か ら2,000年ほ ど前 には,ケ ル ト族 が この地 に住 んでい たが,や が て ローtマ人
が や って きて,こ の地 を征服 した。 占代 カロ リング王 国が崩壊 した と き,北 海か ら
イ タ リアにまで及ぶ ロタ リンギ アの地域 には群雄 割拠 して,戦 乱の絶 え間な い有 様
とな った。9世 紀 の中 頃,シ ャルマptニュ大 帝 の フ ランク王 国が彼 の死後 ヴsル ダ
ン条 約(843年)に よ って東 フ ランク(ドイ ッ)と西 フ ランク(フ ランス)と に分'X一
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中頃ブルグンド族に征服 されて以来,400年の長きにわた り諸強国の支配下に
転 緩 した 。1443年か ら1506年ま で は ブ ル グ ン ドに,1506年か ら1714年まで は ス
ペ イ ンに,1714年か ら1795年 ま で は オ ース ト リア に 属 し,そ し て1684年 か ら
1697年までの ルイ十 四世 の治下 と1795年か ら1814年までのナポ レオソー世 の治
下 と の 二 度 に わ た っ て,フ ラ ソ ス の 一 部 と な っ た 。 こ こ ま で は,ベ ル ギ ー の 運
命 と同 じであ ったが,ナ ポレオン没落の後,1815年の ヴ ィーソ平和 会議でベ ル
ギ ー は オ ラ ソ ダ と合 体 し て 低 地 王 国(leRoyaumedesPaysBas)の名 の も と
に 一 国 と な っ た の に 対 し て,リ ュク サ ン ブ ー ル は 別 の 一 国 と し て オ ラ ソ ダ とは
同 君 関 係 の 人 的 連 合(personalunion)をな しつ つ ド イ ツ連 邦 の 一 員 で も あ る
を とい う複 雑な従属地位 に置かれた。 これは,フ ラソスの再起を警戒 した ドイ ツ.
が要害 を もって全欧 に鳴 る リュクサソブールの城塞 を手中に収め るためで あ っ
た。そのため,ド イ ツの学者は これ まで大公 国を ヨー ロッパ外交史の技巧 的所
(1)
産 にす ぎない と しぼ しば説 明 してきた。 しか し,イ ギ リスの史家は この国が 「
軒 割 され ,そ の 翌 年 ロー マ ・カ トリ ッ ク教 会 の 肝 入 りで 現 在 の リ ュ ク サ ン ブ ー ルの
一 角 に当 るYutz(judicium)にLothaire,Louis,Charlesのカ ロ リン グ三 王 が
集 って,友 好 協 定 を宣 言 し た。 こ れ が 最 初 の 西 欧 国 際 連 盟 と も い うべ き も の冠
で あ る。 この平 和 体 制 が 崩壊 し た と きに,リ ュ クサ ンブ ー ル伯 国(leComt6de
Luxembourg)が生 れ た の で あ って,伝 説 に よれ ば,ア ル デ ン ヌの貴 族Sigefroiと
い う英 雄 が963年4月12日,現 在 リュクサ ンプ ー ルでBockと い わ れ る巨 大 な岩 山の
上 に 建 て られ た ロ 一ーマ 風 の 「小 さ き城 」(Lucilinburhuc=これ が 国 名Luxembourgの
起 源 で あ る)を 手 に入 れ た の に 始 ま る。 曽 ての 征 服 者 ロー マ人 の 廃 城 に 取 り残 され
て い た 人 魚 の美 女 と結 ば れ たSigefroiの騎 士 道 精 神 が そ の 物 語 の骨 子 で あ る。 と
に か く,リ ュ クサ ン ブ ー ルの 名 が 史 上 に現 わ れ た の は,こ の 頃 か らで あ る。 そ の 後,
Sigefroiの後 継 者 た ち は 何 れ も勇 武 を も って 全 欧 に聞 こ え,歴 代 リュ クサ ン ブPtル
伯 の な か か らは,4人 も神 聖 ロー マ帝 国皇 帝 の位 に 上 った。 な か で も,リ ュ クサ ン
プ ー ル の 国民 的 英 雄 と され る ジ ャン 伯(1310-1346)は盲 目の 闘 将 で,ク レ シ の 戦
に 仏 軍 を援 けて 奮 戦 し,英 軍 との 格 闘 の末 に 殺 され た が,こ の と き英軍 を率 い た エ
ド ワー ド三 世 王 子BlackPrinceは ジ ャン伯 の 甲 冑 に つ けて あ った紋 章 とその 銘 「
わ れ 身 を献 げ て 」(Ichdien)とを採 っ た 。爾 来,イ ギ リス皇 太 子 の軍 衣 には,こ の
紋 章(駝 鳥 の羽 毛)とIchdienの 銘 とが 附 され る よ うに な った 。 リュ クサ ンブ ー ル
が 伯 国 か ら公 国 に 昇 格 し た の は,神 聖n・一マ帝 国 カー ル四 世(1346-・-1353)のと き
で あ る。 これ に よって,カt-"ル四世 の 弟 ヴ ェン ヅ ェ ス ラス(Wenzeslas)一世(1353
-1383)治下 の リュ クサ ン ブ ー ル公 国 は 最大 の版 図 に 拡 が った 。 しか し,領 土 拡 張
の 反 面 に は 国 家 財 産 を抵 当 に 入 れ た りした の で,や が て 財政 的 に破 綻 し,こ の こ と
が ブ ル グ ン ド族 に よ る征 服 の端 緒 とな った 。RobertCasey:TheLandofHaunt・
edCastles(1921),Petit:op.cit.,pp.54-一一62;Luxembourg,Plate-forme
Internationale,pp,17--30,
〈1)亡 命 リ ュ クサ ン ブ ー ル 政 府 が ロ ン ド ン で 出 版 し たTheLuxembourgGrey
Book(1942)の序 交 で,ベ ック外 相 は この こ とを 非 難 し てい る。
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フ ラ ン ス で もな く,ベ ル ギ ーで も な く,ド イ ツで もな く,そ して 三 国 の 混 成 し
(1)
たもので もな く,独 自の体質と社会と人種を有す る」 ことを認めてお り,そ れ
に何 よりもこの小さな国民 自身がその個性を意識 してい る。彼 らは少 くとも公
く　　
式 の場合独仏二国語を自在に駆使す るけれども,彼 らの 日常語は西 フラソク語
の方言であ り,この 自国語は例えばオラソダ語 と異 るの と同じ程度に ドイツ語
と異るといわれ,そ の使用範囲も国境を遙かに越えて,現 在の国土の4倍 に当
る中世当時の版図に及んでいる。 リュクサンブールの学者はこの事実を指摘 し
て,「 われわれは領土拡張の帝国主義的野心はないが,少 くとも民族独立の固
じの
有権 はあ る」 と強調 してい る。恐 ら く真実 は,こ の小 国が周辺 の諸大国に よっ
て技巧 的に創設 され た とい うよ りも,技 巧 的に愈 々縮 少された とい うに あるだ
ろ う。領 土割譲 の歴史 は三段階に分 れ る。第 一回は,1659年ピレネー条約に よ
る南西部の肥沃 で人 口稠 密な数地 区の フランスへの割譲 であ る。 第 二 回 は,
ユ815年ヴ ィーソ条約に よる北東部一帯 のプ ロシ ャへの割譲 であ る・そ して・第
三回は,1839年ロン ドン条約 に よる当時国土の3分 の2近 い西半部一帯 のベ ル
ギ ーへの割譲で あ る。 この割譲に よって,大 公国は人 口の 点で も約半数 の17万
とい う小国に成 り下 ったが,そ れ とい うの も,当 時 す で に ベ ル ギ ーの独立(
ユ830年)に刺戟 された大公 国の民心が完全に オラソダ国王 か ら離反 していたた
めで あ り,僅 かに首都 リュクサ ソブ ールの城塞に駐屯 していたプ ロシ ャ軍 の制
止に よって新生ベルギ ーへ の全面的合流 だけは辛 うじて阻 まれた とさえいわ れ
ぐの
る。つ ま り,こ の城塞…一一かつて ブラソス王 ルイ十 四世北征の とき,攻 城法及
び築城術 の天才 と称 され たヴ ォーバ ン(Vauban)将軍が城内立て こもる4,000
の 敵兵に対 し,52,500発の重砲弾 と5週 間の 日子 を費 し,8,000の手兵 を失 っ
(1)Petit:Luxembourg,yesterdayandtoday,P.71,
(2)わた くし の 宿 の 女 主 人 は 英 ・独 ・仏 ・伊 ・西 ・蘭 ・白 の各 国語 を 自 在 に 操 って い
た 。 三 国 語 ぐ らい まで 話 す人 は,ざ らに い る。 最 近 は,観 光 事 業 に政 府 が 力 を入 れ
て い るの で,英 語 を 解 す る人 数 も可 成 り多 い と当 局 で は 宣 伝 し て い るが,た わ くし
の 印 象 で は,上 層 と くに イ ン テ リ 層 の一 部 だ け で あ って,一 般 には 英 語 は 全 然 通 じ
な い とい って よい 。 と くに商 店 街 で 英 語 の 通 じ ろ こ とは 先 ず な い 。 戦 後 は,ド イ ツ
語 よ りもフ ラン ス語 が有 勢 で あ る け れ ど も,ド ィ ッ語 だ けで も 充 分 用 の 足 りる こ と
は,事 実 の よ うで あ る。
〈3)TheLuxembourgGreyBook,P,6,Petit:oP.cit.,P.73.
《4)田 岡 ・前 掲,109頁 以 下 。
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て漸 く陥れ た後,直 ちにその改築に着手 して よ り13年の後に完成 した とい う別
名 「北 のジブ ラルタル」(le《GibraltaエduNord》)一一 …この堅 塁が リュクサ
ソブールの 自殺行為 を喰い止めたのであ る。けれ ども,そ の ことは また守備 の
任 に当 るプ ロシ ャを して却 って隣邦の一大脅 威た らしめ る結果 と もな ったので
あ り,と くに1866年の プ ロシ ャ ・オ ース トリア戦争 で プ ロシ ャの圧倒的 な強 さ
が実証 されてか らは,再 起 の機 を狙 うフランスとの間に次第に戦雲はみ なぎ っ
た。すでに ドイ ツ連邦が解消 し去 った今,リ ュクサ ソブールにおけ るプ ロシ ャ
軍駐屯 の ヴ ィーン体制的根拠は失われたので あ り,こ の小国の帰趨をめ ぐって
ビスマル クとナポレオン三 世 との問には虚 々実 々の鍔ぜ り合 いが演 じ られ るに
いた った。見守 る他 の ヨー ロッパ列強 も遂 に両 国の和解工作 に乗 り出 さざるを
えな くな り,こ こに1867年の ロソ ドン会議が 開催 され る。 「ヨ 一ーロ ッパの 圧 痛
ほ ノ
点 」(unpoi■tn6vralgiquedel'Europe)リュ ク サ ン ブ ー ル は か く し て 永 世
中 立 化 さ れ,6大 国 の 集 団 的 安 全 保 障(garantiecollective)のも と に 置 か れ
た 。 これ は,列 強 が リ ュク サ ン ブ ー ル を 有 用 な戦 略 拠 点 と して 渇 望 した か らで
あ る よ りも,む し ろ 相 互 に そ れ が 他 の 手 中 に 渡 ら ぬ よ う に 切 望 した か らで あ
く　　
る。繭来,こ の地 は城塞の装備 を撤収 して,風 光絶佳の大公園に衣替えを して
い るわけだが,こ の よ うに して戦 略的重要性 を減 少 した小 国に今度は経済 的重
要性 がつけ加わ ってきたのは,不 思議 な発展であ る。1870年の頃,南 部地 方に
鉄 鉱が発見 されてか ら,運 が 向 き始め た よ うで あ る。従来 の農業 国が次第 に鉱
業 国 と して ヨー ロッパ経済 に重 きをな して行 ったか らで あ る。 と くに今世紀 に
入 ってか らの リュクサ ソブール鉄鋼業 の伸 び方は 目覚 しい ものが あ る。ベルギ
ーの東南 に接 し,ド イ ツと フランスとに挾 まれた 「ヨー ロ ッパの中原」にあ っ
て,小 国の善意 と体験 はや がて ヨー ロッパ経済の共 同化の ため,と くに従 来犬
猿 の仲であ った ドイ ツとフランス との調停役 を買 って出 る方 向に,立 国の大方
ぐお ノ
針 を見いだ したのであ る。
そ こで,こ の国の産業経済 を概観 しよ う。先ず地理的に見て,こ の国は,ア
(1)Petit:Luxembourg,Plate・formeInternationale,P.37.
(2)Casey:oP.cit.
(3)Petit:oP.cit.,PP.5etsuiv.
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ル デン ヌ高地 と称 され る山林 の多 い北部 と,そ の 名 も 「沃 土」(leBonPays)
と呼 ばれ る肥沃 な盆地で起伏す る南部 とに,二 分 され る。後 者はそ の南端 を 「
赤土」((lePaysRouge)と土地の者が い う鉱業 地帯に よって,ま たそ の東側
をモゼル河流域 の葡萄 園地に よって限 られ てい る。元来が農業 国であ った リュ
クサンブ ール は,今 も全 人 口の60%が農業に従事 してい る。但 し,こ の18万農
業人 口の うち,実 際に 「沃土」 を耕作 した り,家 畜 を飼育 した り,ズ ーレの川
岸 に果物 を,ま たモゼル の流域 に葡萄 を栽培 した りす る稼 働人 口は,3分 の1
に当 る6万 ぐらいであ って,他 はそ の扶養人 口で あ る。既に1938年までに国土
半分近 くの398,000エーカ ーが 農 耕 地 と して 開発 しつ くされたが,南 部の製鋼
所 で産 出す る トー-7ス・ス ラ ッグ(Thomasslag)をアル デン ヌ高地の農民が
肥 料 と して使用 し始 め てか らは,地 味 の痩せた北部 に も小麦,ラ イ麦,オ ー ト
麦,大 麦及 び馬鈴薯 が可成 り出来 るよ うに な った ので,こ の地 方の農民 も生活
が豊 かにな った。なかで も種薯 の生産 が この地 方の風土条件 に最適な ところか
ら,大 量 の種 薯が隣国,と くに フラソスへ輸出 されてい る。牧畜 も リュクサソ
ブ ール農業 の重要 な部分 を 占めてお り,バ ターや食 肉がベル ギ ーへ輸 出 され て
くわ
い るが,大 体におい て食 糧の 自給 自足 が可能 の状態 であ る。農民 の保有地 は各
5乃至10エーカーが普通で あ り,25乃至35エーヵ一の農地 を保有す る者 もい る
が,大 部分 の農民は小農であ って,そ の数は4万 を下 らない。つ ま り,こ の国
く　ノ
は小農の国であ って,こ れが総入 口の割 に地主 数の多 い理 由にほかな らない。
モゼル河流域の葡萄栽培に関連す る酒造業 も有 名で あ るが,そ の主た る輸 出市
場はベル ギ ーで あ って,こ れに最近はベ ネル クスの関係で オランダへの輸 出増
加 が期待 され てい る程 度で あ る。第一次大戦 前は,こ の国は薔薇作 りで世界 的
に有 名で あ り,オ ランダのチ ゴーリップと並 び称 された ものだが,戦 争 の被害
と外 国の競争 とに よって輸 出国の王 座か ら転落 した。 スレー ト,セ メン ト,木
材 な どの建築資材 も生産 され るが,輸 出面での重要性は ない。 この点で,リ ュ
クサ ンブ ール主産業 であ る鉄鋼業 に次 ぐものは,製 革業 で あ る。 アルデ ン ヌ高
(1)Cf.Publicationsdel'OfficedeStatistiqueG6n6rale,duServiced'Etudesノ
etdeDocumentationEconomiques,etduServicedePresseGouvernemental.
(2)petit:Luxembourg,yesterdayandtoday,p.23.
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地に生育す る楓の樹皮のエキ スを皮繰 し用に使 う18世紀来の伝統 に従 って,月
産100万平方 フ ィー トを超え る縁 し皮 を仕上げ,そ の靴底革製造高は 月産200
トソ以上であ る。 この ことは,リ ュクサソブ ール がベル ギ ー ・リュクサ ンブ ー
くわ
ル経済同盟の皮革総生産高の約半分を代表す る証拠にほかな らない。戦後経済
の発展において特筆すべきは,観 光業であ り,し ば しば鉄鋼業に次 ぐ重要産業
として経済計画に含 まれさえしている。1947及び1948両年度においては,平 均
3億万フランの事業所得を挙げ,1950年には5億 万 フラソ,1952年には6億 万
ピ　ク
フ ラ ソ と,そ の 額 は 遂 年 上 昇 して い る 。 しか し,何 と い っ て も リ ュク サ ン ブ ー
ル 経 済 の 大 動 脈 は 鉄 鋼 業 で あ り,全 経 済 の80%を 代 表 す る と い わ れ る 。
南 部 鉱 業 地 帯 の 鉄 鉱 生 産 高 は 年 産450万 トン,銑 鉄 生 産 高 は 年 産280万 ト
ソ,そ し て鋼 鉄 生 産 高 は 年 産250万 トソ を 下 らず,こ の 小 国 を して 能 くア メ リ
カ,イ ギ リス,ド イ ツ,フ ラ ソ ス,ソ ヴ ィエ ト,ベ ル ギ ー に 次 ぐ世 界 第 七 位,
或 は 時 に ベ ル ギ ー を 抑 え て世 界 第 六 位 の 鉄 鋼 生 産 国 た ら しめ て い る 。 この 地 位
は,ア ル ベ ッ ド(ARBED,i.e.Aci6riesR6uniesdeBurbach,Eich,
Dudelange),ハデ イ ー ル(HADIR,i.e.HautsFoumeauxetAci6riesde
Differdange,St.・lngbert,Rumelange)及び ロ ダ ン ジ(MiniさreM6tallurgigue
deRodange)の三 大 会 社 に よ っ て 支 え られ,こ れ らの 各 会 社 の 販 売 網 も ま た
ぐお　
世 界 中 に 広が ってい る。三社 の設備 を合わせ ると,溶 鉱炉 の数は32,ト・一一r
ス式製鋼所が5,電 気式製鋼 所が2で,こ れ らに よ り年 間300万 トン以上の生
産能力 を具 えてい ることにな る。圧延工場で は,鋼 管,ブ リキ及び特製 品を除
き,シ ー ト,ビ ーム,レ ール,ガ ーダ,ワ イヤな ど,圧 延製品の殆 ど全品 目を
じの
生産 している。生産高の推移を見 ると,解 放直後の1944年下半期か ら翌年上半
期 までは,連 合軍への供給で大 きな功績を樹てたにもかかわ らず,生 産率は依
(1)Ibid.,P.120.
(2)Ibid.,p.123,
(3)三 社 の 販 売 代 理 店 は,次 の 通 り で あ る。Columeta(アル ベ 。 ド),Davum
exportation(ハデ ィー ル),S…derur(ロダン ジ)。
(4)三 社 の うち,最 も 重 要 な の は ア ル ベ ッドで あ ・て,そ の デュー ドラン ジに あ る工 場
は最 新 式 の圧 延 機 を設 備 して い る。1951年 上 半 期 に 設 備 した この 殆 ど 自動式 の 圧 延
工 場 で は,厚 さ0.3粍 か ら20粍ま で の各 種 シ ・ートを 生 産 し,年 間 約50万 トンの 圧 延
製 品 をつ く り出 す 能 力 を も ・て い る 。
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然 として低調で あ った 。1945年7月一杯 の鋼 鉄生産高 が三社 の総力を挙 げ て尚
2,795トソの低 さであ った。生産向上が可能 とな ったのは,ベ ルギ ー及 びオ ラ
ン ダか らの コークスの提 供に よってであ る。 コ ー ク ス及 び燃 料一般につ いて
は,大 公 国は全面的に輸入に依存 してい るか らであ る。1946年か らは,ド イ ツ
もまた コークスを供給 して くれ るよ うにな ったので,生 産 は徐 々に持ち 直 し始
めた。 と くに マーシ ャル ・プ ラン(MarshallPlan)がヨー ロッ・〈諸 国に全面
的援助 を与 えた ときには,戦 前の水準を超 える生産高 が達成 された 。次 に掲げ
るのは,戦 後発展 の一覧表で あ るが,こ れに よって見 ると,1951年と1955とが
ほ ク
最高記録を示 している。
年 度
?
?
?
?
?
?
1946
1947
19481
1949
1950
1951
1952
1953
1
1954
1955
1,364,622
1,818,160
2,624,334
2,372,080
2,498,884
3,157,069
3,075,986
2,721,381
2,799,789
3,087,902
?
?
?
?
?
?
溶鉱炉
平均
運転数
従 業 員
平均
人 員 数
1,295,294
1,714,2971
2,442,844
2,271,858
2,450,689
3,077,021
3,00].,455
2,655,742
2,828,212
3,225,330
、3}
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
13,753
15,781
17,464
18,762
18,141
18,488
18,425
18・352
18,581
19,616
上記の生産高の90%は輸出され,残 りは国内の製造工業用原材料 となる。鋳
物工場や鉄工所の ような多 くの中小企業が建築資材,機 械類,電 機器具などを
そ れで製 作 してい るの て あ る。 しか し,大部分が輸出に振 向け られている
事実か らすれば,こ の産業の リュクサンブール全経済におけ る莫大な比重がわ
ヨノ
か るだ ろ う。のみ な らず,ヨ ー ロッパ全経済におい て占め るそ の比重 も相当 な
(1)因 み に,1951年 の 原 鉱 で あ る鉄 鉱 の 生 産 高 は5,625,118ト ン で あ った 。
(2)Cf.TheGrandDuchyofLuxembourgProducts,Exports,Ministryof
EconomicAffairs(1952).
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もので あ ることを注 目しなければな らない。経済地理 的に傭畷すれば,ヨ_ロ
'
ッパの経済力は北 イ タ リア,上 シ レジ ア,ラ イ ソラン ド,中 央ベルギ ー及 び北
'東フランスを含む一帯 に集中 してい るといわれ る。 この地帯 を組織化 して,一
方に おいてはエ ネルギ ー資源及 び第一次 資源 と他方におい ては重工業 及 び中小
産業 との間に均衡のとれた再分配を図 り,その周辺に農業を配置す るとい う体
制 を固め るな らば,ヨ ー ロッパ経 済の復興は期 して待 つべ きものが あ るとい う
のが,ヨ ー ロッパ経済共 同体 の構想で あ る。 この構想にお いて リュクサソブー
(1)
.ル首 都 の 占 め る位 置 は,東 西 南 北 交 通 の 要 点 と し て 中 枢 的 存 在 で あ る。 更 に,
'Pレー ヌ 。ザ ー ル ・ リ ュ ク サ ソ ブ ー ル 工 業 地 帯(1ar6gionindustrielle
Lorraine-Sarre-Luxembourg)にお い て リ ュ ク サ ソ ブ ール 首 都 の 占 め る位 置 は,
(1)参考 までに,リ ュ クサ ンブールをめ ぐる各 国主 要 都 市の陸路 及 び空 路 によ る連絡
関係 の便宜 度 を表示 すれ ば,次 の通 りで あ る。
A.鉄 道 の 便(1日 の運行 回数)
リュ クサ ンブ ー ル～ パ リ
パ リ～ リュ クサ ンブ ー ル
リュクサ ン ブ ー ル～ ブ リ」ッセ ル
ブ リュッセ ルッ リュクサ ン ブ ー ル
リ ュ クサ ンブ ー ル～
ス トラス ブ ー ル
ス トラス ブ ー ル～
リュ クサ ン ブ ー ル
リュ ク サ ン ブ ー ル～ ロー マ
ロー マ～ リ ュ クサ ン プ ー ル
リュ クサ ン ブ ー ル～ ヘ ー グ
ヘ ー グ～ リュ クサ ンブ ー ル
リュ クサ ンブ ー ル～ ボ ン
ボ ン～ リ ュク サ ンブ ー ル
リ ュクサ ンブ ー ル～
フ ラン ク フ ル ト
フ ラン クフ ル ト～
リュ クサ ン ブ ー ル
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
B.飛行機の便(1週 の運行回数)
1
リュク サ ン ブー ル～ ブ リュッセ ル
リ ュ クサ ン ブ ー ル～
シ ュツ ットガル ト
リ ュ クサ ン ブ ー ル～
ア ム ス テ ル ダム
リ ュ クサ ン ブ ー ル～ ニ ー ス
リ ュ クサ ン ブー ル～ マ ド リー
リ ュ クサ ン ブー ル～ ロー マ
リュ クサ ン ブー ル～
ニ ュー ・ ヨー ク
リュ クサ ン ブ ー ル～ ロ ン ドン
リュクサ ン ブー ル～ パ リ
(ブ リュッセ ル経 由)
リ ュ クサ ン ブー ル～ ロ ン ドン
(ブ リュッセ ル経 由)
リ ュ クサ ンブ ー ル～ ロ ン ドン
(アム ス テ ル ダ ム経 由)
リ ュ クサ ン ブ ー ル～ ミュ ンヘ ン
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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丁度 ラインラソド ・北 ヴェス トフ ァ リア工 業 地 帯(ler6gionindustrielle
Rh6nanie・Nord・Westphalie)におい てデ ュッセル ドル7や コ ・一ニ ュが 占め る
位置に匹敵 し,し か も両工業 地帯の鉄鋼 生 産 高 を 比 較 す れば,殆 ど互角で あ
り,む しろ工業 密集度の点か らは前者の方が重要であ るとさえいえ る。次に掲
げ るのは,1956年におけ る両 地帯鉄鋼生産高 の比較で ある。
工 業 地 帯
ラ イ ン ラ ン ド ・
北 ヴ ェ ス トフ ァ リア(1)
ロ レ ー ヌ(2)
ザ ー ル(3)
リ ュ ク サ ン ブ ー ル(4)
計
?
?
???
?
???
?
???
?
??
19,076
lO,500
3,456
3,374
17,330
14,403
8,856
3,316
3,031
15,203
鋼 鉄
1,000トン単 位
12,818
6,021
2,789
2,355
11,165
リ ュ ク サ ソ ブ ール を ヨ ー ロ ッパ 経 済 の 首 都 た ら しめ る と い う構 想 は,第 二 次
大 戦 後,先 ず フ ラ ソ ス の 外 相 ロベ ー ル ・シ ュ ー マ ソ(RobertSchuman)によ
る石 炭 ・鉄 鋼 国 際 プ ー ル制 の 提 案(SchumanPlan)に 具 体 化 さ れ た 。 こ れ
が1952年に 発 足 した 西 ヨ ー ロ ッパ6ヵ 国(西 ド イ ツ,ベ ル ギ ー,フ ラ ソ ス,イ
タ リ ア,リ ュク サ ン ブ ー ル,オ ラ ン ダ)の 「ヨ ー ロ ッパ 石 炭 鉄 鋼 共 同体 」(la
Co㎜unaut6Eu∫oP6enneduCha∫bonetde1'Acier)であ っ て,そ の 本 拠 とbl一
も い うべ き 「最 高 機 関 」(1aHauteAutorit6)はそ の 他 の 関 係 諸 機 関 と と もに
リ ュ ク サ ン ブ ー ル に 置 か れ て い る。 この 選 定 に は,リ ュク サ ン ブ ール が 地 理 的
●
に 西 ヨ ー ロ ッパ の 中 心 に あ る こ と,と くに ド イ ツ と フ ラ ン ス と の 問 に あ っ て 両
くの
掴 語が通 じること,更 に重要な鉄鋼生産国であることなどが,決 定的な要因と
(1)StatistischeRundschaufUrdasLandNordrhein-Westfalen.
(2)BulletindelaChambreSyndicaledeSid6rurgieFrangaise,
(3)Groupementdesindustriessid6rurgiques,
(4)ErnestLey=《PetiteCapitaleauCoeurdel'Europe6conomique》,Luxembourg,
villeeurop6enne,p.31.
〈5)DominiqueAuc16redansle《Figaro》du9septembre1952,リ ュ ク サ ン ブ ー
ル の 学 校 教 育 史 上 で は,11世 紀 の 修 道 院 の 時 代 以 来 独 仏 両 語 の 教 授 が 行 な わ れ て き
た と い う こ と で あ る 。Petit:Luxembourg,Plate・formeInternationale,p.16.
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な った よ うであ る。従来は,こ れ らの諸条件が リュクサンブ ールを して弱小国
な るが故に周辺列強 の勢力激突 の場 た らしめたので あ るが,今 後は弱小国で あ
るに もかかわ らず 西 ヨーロ ッパにおけ る国際協 力,と くに独仏協力への最初 の
本 格的な試み の場 た らしめ ることとはな ったQま さに転禍為福 の道 を狙 った も
の とい うべ きで あ る。か くして,石 炭 ・鉄鋼 とい う限 られた経済部門にお いて
で はあ るが,ヨ ー ロッパ統合への超国家的発展 の第一歩は踏み 出 された。 この
発展は,更 に1957年 の 「ヨ ー ロ ッパ 原 子 力 共 同 体」(laCorumunaut6
ノ
Europ6ennedel'EnergieAtomique)及び 「ヨ ー ロ ッ パ 経 済 共 同 体 」(la
ノ
Communaut6EconomiqueEurop6enne)の設 置に よって,ヨ ー ロッパ石 炭 鉄
鋼共 同体加盟6ヵ 国の間に部分 的経済統合 か ら一般的経済統 合へ と展 開せ しめ
られた。 こうした動 きが果 して現実に どの程 度 までの成果 を収 めてい るかの検
くユ　
討は,専 門家の研究 に 侯 つ と して,こ この 共 同 体 の司法機 関(laCourde
Justice)に6年間,最 高機関 を相手に提起 され る訴訟に携わ ってきた とい う裁
判実務担当官の一人に聞いて見 た ところで は,そ の司法機関は フラソスの最高
ノ
行政裁判所(Conseild'Etat)の方式 を採つているといわれるが,実 際 は甚 だ
しく違 うとい うことである。判決は各判事の妥協であって,司 法機関はその妥
協の上に準立法行為をやっているようなものである。と くに大陸法国の当事者
は原理原則に執着 して,条 約の厳格解釈を強行 しようとす る傾向があ るが,条
約の実際運用面では 「協同体が超国家的組織体である」 とい うような原理は通
用 しないのであって,要 は厳格解釈でな く,有効解釈の問題である。とい うの
は,ど んな判決を下 しても,加 盟各国が国内的にその通 り実行 して くれなけれ
ば,何 に もな らないか らである。従 って,ヨ ーロッパ共 同体の超国家的展開と
い う原理的な考え方 よりも,共 同体加盟各国間の妥協 とい う現実的なアプロウ
チの方が肝要である,と い うのであ る。恐 らくこれが偽 らざる真相であるか も
知れない。 しか し,善 隣友好の国際関係とはその ような妥協を先ず可能ならし
め るものでなければな るまい。それは,曾 てヨーロッパを席巻 した旧大国群が
(1)佐藤和男 ・「ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体の経済政策一共同市場運 営における超国
家的政策の展開」,外 交時報12号(昭和34)。
桑原輝路 ・「欧州経済共同体の制度的考察」,商学討究11巻2号(昭和35)。
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小 国 リュクサンブールのなめた辛酸 を理解す ると ころか ら出発すべ きもので あ
ろ う。 この点で,ヨ ーロ ッパ石 炭鉄鋼共 同体 の発案者で あ るシ ューマソが フラ
ソスの外 相 とい う要職 にあ りなが ら,実 は リュクサ ソブール生れの リュクサ ソ
くわ
ブー-n一ル育ちであ った とい う事実は,ま ことに暗示的であ る。1950年5月9日,
シ ューマンは この構想 を最初に提案 した とき,次 の ように力説 した。 「この よ
うに して作 り出され る生産共 同体制は,フ ランスと ドイ ツとの間の いか なる戦
争 も考え られえな くな るのみ な らず実際に も不可能 とな ることを明 らかに示す
であ ろ う」 と。い うまで もな く,そ の戦争 とは過去半世紀に二 度 まで も リュク
サ ンブ ールに災 した と ころの ものであ るq
と ころで,シ ェーマソ ・プランの背景に忘れ てはな らない人物が二人 い るQ
それは,リ ュクサ ンブ ール鉄鋼業 のパイオ ニア といわれ るエ ミール ・マイ リヅ
シ(EmileMayrisch)とその夫人で あ る。シ=一 マ ソ ・プ ランを語 る者は必ず
とい って よいほ どに,マ イ リッシ夫妻が払 った独仏親 善への献身的 な努力 とそ
の 　
の成果に言及す る。マ イ リッシは1862年医者の息子 と して リュクサ ソブールの
南部に生れ た。母は,鍛 冶屋を営む親方 の娘で あ った。今 の西 ドイ ツは アー ヒ
ェソ(Aachen)にあ ったエイクス ・ラ ・シ ヤペル大学(1'Universit6d'Aix-la-
Chapelle)で勉学を した後,1885年,現 在の アルベ ッド会社 の前 身に当 るデ
ュードラ ン ジ 製 鉄 会 社(laSoci6t6desHautsFourneauxetForgesde
Dudelange)に化学技 師 と して就 職 した。2年 後には,ロ ダンジ製 鉄会社 の工
場長に転 出 したが,1891年再 び元 の会社 に復帰 して,総 務部長兼常務取締役 と
な り,6年 後には社長に就任 した。そ の後,南 部三社 の合併に よるアルベ ッド
の創立に最 も重要 な役割 を演 じて,1911年アルベ ッドの技術担当重役 とな り,
1920年には遂 にそれの社長 と して リ=ク サンブール鉄鋼業 界に君臨 した。 この
年 に大公国は国際連盟 の一員 とな ったのだが,こ うした国際政治 の檜舞台に お
(1)Petit:oP.cit.,p.41.シュPtマン は この 小 国 の 最 高 学 府 で あ る大 公 立 ア テ ネ 学
院(rAth6n6eGrand-Ducal)で文 科 を 修 め た 。 因 み に,国 際比 較 科大 学 の 各 学 期 は
この 学 院 の 建 物 の一 部 を使 用 し て開 講 され る 。 ま た,本 稿 執 筆 に 主 と して 参 考 し た
文 献 の著 者 プ チ教 授 は,こ の 学 院 の 歴 史 学 担 当教 授 で あ り,同 時 に政 府 の 新 聞 係 局
長(DirecteurduService.dePresseGouvernemental)であ る 。ノ
(2)Cf.L'EtudedeM.RaymondAronparuedansle《Figaro》du6juin1950
、intitulee《Lepoolindustrielfranco・allemand》.
一162一 商 学 討 究 第11巻 第3・4号
け る小 国 リュクサ ソブール代表 の立場は,さ な きだに永世 中立 とい う憲法上の
拘束に より痂痺 させ られた。 しか し,国 際経済の世界 では この小国の産業指導
者 たち は活発 な進 出ぶ りを示 したのであ って,そ の先駆 けをな したのが マイ リ
ッシにほ かな らない。第一次大戦後,ア ルベ ッドが フ ラソス東部 のル ・クレー
ゾ(LeCreusot)にあ るシ=ナ イ ダ社(laMaisonSchneider)と提携 したの
は,彼 の発意 と努力に よるもので あ る。 また,彼 は ブラジ ル や ア ル ゼ ソチ ソ
に も会社 を設 立 した。1922年には,ベ ルギ ー ・リュクサ ソブール経済 同盟(
ノ
1'UnionEconomiqueBelgo・Luxembourgeoise)の結 成 と 同 時 に,そ の 上 級 評
議 会(ConseilSup6rieur)の評 議 員 と な っ た 。 そ して,1926年 に ば 彼 の 宿 願
で あ る独 仏 親 善 の 理 想 を 文 化 的 経 済 的 現 実 に も と つ い て 達 成 す るた め に,先 ず
「仏 独 情 報 交 書 交 換 委 員 会 」(1eComit6Franco-Allemandd'lnformationet
deDocumentation)なる も の を 組 織 し て そ の 委 員 長 と な り,次 い で 「国 際 鉄 鋼
ヵ ル テ ル 」(PEntenteInternationalede1'Acier)をリ ュ ク サ ン ブ ール に 設 立
し て,そ の 議 長 に 収 ま っ た 。 不 幸 に し て 彼 は1928年フ ラ ソ ス北 東 部 を 旅 行 中 シ
ャ ロ ソ ・シ ュル ・マ ル ソ(Chalons-sur・Marne)の近 くで 自動 車 事 故 の た め に
死 ん だ が,こ の 僅 か2年 間 こ そ は フ ラ ソ ス と ド イ ツ と の 間 に 蠕 る1千 年 来 の 敵
意 が 雲 散 霧 消 す るか に 見 え た 時 期 で あ っ た と い わ れ る。 リ ュ ク サ ソ ブ ー ル の 人
人 は11世 紀 前 ロ タ リソ ギ ア(Lotharingie)の平 和 体 制 が こ の 地 に 樹 立 さ れ た 日
の こ と を 想 うて,そ の 「友 好 協 定 」(concordiafratrum)の再 生 を 今 に 見 よ う
とす る か の よ うな 印 象 を 懐 い た 。 な ぜ な らば,国 際 鉄 鋼 カ ル テ ル は 少 く と も当
初 は,シ ュ ー マ ン ・プ ラ ン 発 足 の と き と全 く同 じ よ うに,技 術 提 携 及 び 経 済 協
く　 　
力の領域を超える狙いをもっていたか らである。
第一次大戦後の経済不況は,国 際鉄鋼 カルテルの設立に幸い した。実際,ヨ
=戸 ッパ諸国の鉄鋼業は過剰生産の深刻な問題に直面 していたのである。世界
市場では,次 第に共倒れ となるような過度の競争が行なわれつつあった。この
激戦は原価の水準を割 るほどの物価暴落を招来 しようとしていたのであって,
そ うした危険は価格の算定に巨大な投下資本の消却をそれだけ高率に見込まな
ければな らない重工業においてと くに致命的であった。わけても事態は リュク
(1)Pe,tit:op.cit,,pp.39-41.
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サ ンブールに とって深刻で あ った。極め て高度の鉄鋼生産 力 を 有 す る 大 公 国
は,実 際上皆無に等 しい国 内市場 を当てにす ることはで きなか った。加 えて,
休戦の翌 日に ドイ ツとの関税 同盟を廃 棄 した大公 国は,ま だ ベルギ ーとの経済
同盟 を結成 してお らず,孤 立無援 の状態 で,東 西37マイル,南 北62マイルの狭
い国土 内に 自滅す る虞 れがあ った。 ところで,フ ラソスの国土に残 された戦 火
の余儘は ドイツへ の恨み を尚か き立 てていた し,一 方ル ール地方 の 占領は ドイ
ツ人の間に悪感情 の しこりを とどめていた。 ここに,リ ュクサ ソブールは両国
の中間にあ る国 と して和 解調停 の役割 を演 じたので あ る。1921年ロソ ドソに開
かれた話 し合いは,5年 がか りで 疑心 暗鬼 を拭 ったが,そ の大役 に活躍 した の
は マイ リッシであ った 。 この ように して,1926年国際鉄鋼 カル テルが成 立 した
ので あ る。そ の本拠を リュクサ ソブールに置いた のは,1879年ロレーヌと リ=
クサ ソブールとの製鉄業 者間に設け られた最初の カルテルの例に倣 った もの と
くめ
思われ る。 ところで,国 際鉄鋼 カル テルは,ド イ ツ,フ ラ ソス,ザ ール,ベ ル
ギ ー及 び リュクサ ソブ ールの5ヵ 国 の 加 盟 で発足 したが,翌 年 には チエ コス
ロヴ ァキア,オ ース トリァ及 びハ ソガ リアの3ヵ 国が更に加盟 した。 加盟各国
の鉄鋼生産者たちは共 同の規律 の もとに一 定の生産及び輸 出割当額 を超えない
ことを約束 して結集 した ので あ るが,そ の 協 定 方 式 は 一種 の 「紳士 協定」(
gentlem.en'sagreeement)であ った。各国は前期 中に記 録 された結果に従 って
生産の割 当額を計算 されたので あ って,生 産の係教は次の通 りで あ った。 ドイ
ツ(40.5),フランス(31.8),ベルギ ー(12.6),リユクサ ソブール(8.5),
ザ ール(6.6)。この総計 は年間2500万トソの生産を基礎 と した もので あ る。理
事 会では4半 期毎に各国の生産すべ き総 トソ数 を決定 し,次 にその範囲内で業
者間の割 当額が再 配分 された。規定量 を超過 した国は処罰 され,ま たそれを達
成 しなか った国は補償金 を受け た。 この協定は1930年まで存続 したけれ ども,
その機能は統制 の不充 分,販 売組織 の不存在,そ して余 りに低率 な罰金,従 っ
ド　　
てその効 き 目少 きことのために妨げ られた。 しか し,何 よ りも惜 しまれ るのは
ノ
'1)PaulWeber:Histoirede1'Economieluxembourgeoise ,
【2)Cf.《LePlanSchuman》,RevuedePolitiqueInternationalePharos,janvier
1952.
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(1)
マイ リッシの死が不慮 とはいえ早すぎたことであろう。
国際鉄鋼カルテルの結成を招来 した話 し合いは共 同市場 とい う重商主義的領
域に限定されず,も っと一般的な人道主義的部面にまで拡大向上 した。マイリ
ッシは経済協力の討議と併行 して,文 化親善の下準備をも行なったのであ る。
ドイツとフランスとの間に経済,科 学,芸 術などの各界要人を交流させて,相
互に直接の接触 と意見の交…換を促進するために,自 ら委員長 となって運営 した
仏独情報文書交換委員会は,ド イツ部門とフラソス部門とか ら成 り,前者はパ
(2)
リ派遣員 と,後 者 はベル リソ派遣 員 と連絡を と った。両 部門 とも,そ れぞれの
(3)
国の一流人物18名ず つで構成 され 、毎年会合 して議 論を重ね た。その場所には
ドイ ツ,フ ラソス及 び リユクサソブールの処 々が選ばれたが,委 員会活動の中
心地 とな ったのは,コ ル パ ヅク(Colpach)にあ るマイ リッシ家の城廓で あ っ
(1)以上 の寂 述 は,Petit:op.cit.,pp.43-47によ つ た。
(2)委員 会 の 発 足 当 初 か らマ イ リッ シを援 けて,プ ラ ン ス側 の ベ ル リン 派 遣 員 と して
最 後 ま で駐 在 したPierreVi6notの業 績 は,注 目に 値 い す る。Vienot:Incertitudes
Allemandes(1931).
(3)両 国委 員 の顔 触 れ は,次 の 通 りで あ つ た 。
vonNostitz-Wallwitz
Bergstraesser
Buecher
ErnstRobertCurtius
FrOWein
Haas
Hagen
Haniel
FuerstvonHatzfe】d-
Wi}denburg
Krukenberg
GrafvonOberndorff
Poensgen
GrafvonPraschma
Schmidt・Ott
BischofSchreiber
vonStauss
Warburg
Jessen
CharlesLaurent
Chardon
Debrix
Deretz
ArthurFontaine
MonseigneurJulien
Th60rodeLaurent
Lichtenberger
PierreLyautey
ComteJeandeNicolay
ComteWladimird'Ormesson
dePeyerimhoff
JeanSchlumberger
Andr6Siegfried
Sommier
PierreVi益not
℃omteF61ixdeVogu6
Poupard
C
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た 。 こ の 城 廓 に は,ア ソ ドレ ・ ジ ー ド(Andr6Gide),ポ ー ル ・ク ロ ー デ ル
(PaulClaudel),ヴァル タ ・ラ テ ナ ウ(WalterRathenau),エル ソ ス ト ・ク ア
チ ウ ス(ErnstCustius)など,仏 独 の 大 物 た ち が 出 入 り し て,平 和 ヨ ー ロ ッパ
の あ り方 を 談 論 す る よ うに な っ た 。 そ の 雰 囲 気 を 作 り出 した の は,マ イ リ ッシ
夫 人の 功 績 で あ っ て,こ の サ ー クル に お い て 彼 女 の 演 じた 役 割 は 無 視 す る こ と
が 鱒 き な い 。 彼 女 は コ ル パ ッ ク城 に 古 今 の 名 画 ・彫 刻 な どの コ レ ク シ 。ソ を 飾
っ て,文 化 的 雰 囲 気 を 作 り出 す の に 細 心 の 注 意 を 払 った と い うこ と で あ る 。 記
ピ　ラ
録 に よれ ば,ジ ー ドは1914年の 大 戦 直 後 に マ イ リ ッシ 夫 人 の お 蔭 で ラ テ ナ ウ と
直 接 交 わ る よ うに な った と,自 ら語 っ て い る。 ラ テ ナ ウ が そ の 名 著 「株 式 会 社
論 」(VomAktienwesen)にお い て 「企 業 そ れ 自体 」(Unterneh・menallsich)
ピ　　
といわれ る偉大な思想 を展 開 したのは この頃 であ る。学問の探求 者に世界的視
野 を与 え るものは,国 境 を 越 えた人間の交流 になければな らない とい うこと
が,少 くともいえるだ ろ う。マイ リッシの死後 も,夫人は委 員会 の メソバ ーを コ
ル パ ック城 に迎 えて,仏 独文化交流 の推進 とい う亡夫 の遺志 を継続 した。 コル
パ ック城 は 「ヨーロ ッパ的思惟」(1apens6eeurop6enne)が徐 々に形成 され
く　　
ようとす る数 少い場所 の一つ とな ったので ある。 リ ユク サ ソ ブル ジ ワーズ も
等 し くこの集いに参加す ることを許 された。その頃に発表 された リユクサ ソブ
c4)'
一ル人の ドイツ語に よる論説に,こ の集いの影響が顕著に看取され る。これ ら
の 出版物はたしかに委員会活動のプ ログラムの一環であった ようだが,当 時こ
の小さな国土には委員会の空気と同様な仏独融和の思想が{張っていたことも事
実である。と くに知識層は両人種が胸襟を開いて語 り合 うとい う人間善意の理
(1)Andr6Gide,cit6d'apresl'article《MadameE,Mayrisch》,deM.Robert
Stumperdansles《CahiersLuxe皿bourgeois》,f6vrier1947.尚,この 記 録 に よ
れ ば,ジ ー ドが リル ケ(RainerMariaRilke)を 知 る よ うに な っ た の も,マ イ リ ッ
シ夫 人 の 仲 立 に よ る もの で あ っ た とい う。
(2)WalterRathenau:VomAktienwesen(1918).こ の 一 書 を め ぐ って の 内 外 の 商
法 文 献 は 甚 だ 多 い が,ラ テ ナ ウ の 人 間 に つ い て は 殆 ど語 られ て い な い 。 文 献 に つ い
て は,米 谷 隆 三 ・約 款 法 の 理 論 く昭 和29),428頁 に 詳 し い 。
(3)JeanSchlumberger:《ReconnaissanceaMadameMayrisch》,CahiersLuxem-
bourgeois(mars1947).
(4)FrantzClement:BrtickenUberdenRhein;CarmenEnnesch:《Au・dessus
duressentimentfranco-allemand》,Pr6faceduComteSforza,LesCahiersde
PEnglantine,No12,Paris-Bruxelles(1932).
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解に全力 を傾 け るべ き ことを崇高 な文化的使命 と感 じていた よ うであ る。 しか
し,ヨ ー ロ ッパの良心 をもって任 じた リユクサンブ ーノヒ国民の努力 も,僅 か教
年 に して空 し く・なる時が きた。立役者マイ リッシが今 少 し長生 きを していた な
らば,恐 ら くもっと多数 の善意 の人 々を同志 に糾 合で きたで あろ うに,惜 しむ
ら くは彼の死が余 りに も早す ぎた。1932年ドイ ツには ヒヅ トラ ーの運 動が勝利
を収めた。 これが仏独委員会の終焉で もあ った 。マイ リッシの女婿 と して彼の
死 後 もその遺業 を援け てベル リンに踏み留 まっていたフラソス側 の派遣員 ピエ
ル ・ヴイエ ノ(Pie∬eVi6not)一一 一一後に第二次 大戦 中 ド・ゴール将 軍の もとで"
ルジ ェリアのフ ラソス解放委員会 の大使 と して活躍 し,解 放後間 もな く長年 の
激務が災 して ロン ドソに客死 した フランスの政治家一 一は,当 時兄宛に次 の よ
うな最 後の手紙 を書 き送 って,ベ ル リソを脱 出 した。 「仏独 関係は,わ た くし
を うん ざ りさせた 。何 もか も余 りに馬鹿げ てお り,余 りに厄介で,余 りに骨が
しり
折れ る」 と。もはや,両 国の関係は来 らんとす る再度の大戦の暗雲を孕んで絶
望的な状態にあったのである。
あ と が き
さて,本 稿はル ポル タージ ユに してはやや 長 きに失 した よ うだ し,内 容 も歴
史 的叙述 に深入 りしす ぎた よ うであ る。そ して,何 よりもこの国の下部構造 に
充 分触れ ることがで きなか ったのは,心残 りで あ る。 しか し,この小国 自体が ヨ
ーロ ッパの谷間にあ るのだ とす れば,周 辺 屹立す る列強 の高みか らのみ ヨーロ
ッパの有為転変 を論 じる行 き方に,何 ほ どか の反省 の資料 を提供す ることに は
な るセあ ろ う。果 して今 後 この大公国 とい う最小 の国がそ の悲願 とす る 「全欧
運 動」 を どの よ うに実の らせ て行 くか 。 ここに も,米 ソニ大 陣営の対立問題が
仏独積年 の闘争を消却 し去 るほ どに差迫 って くるや に見えな くはない。 ヨーロ
ッパの良心はそれを どの ように受け とめ よ うとす るのか 。1953年,時の リュク
サ ソブール文相 ピエル ・フ リーデソ(Pie∬eFrieden)はベル ギ ーの リエ ージ ュ
大学で,「 ヨーロ ッパ問題 の精神的側面 と大学の役割」(L'Aspectspiritueldu
Probl合meEurop6enetleR61edesUniversit6s)と題す る一場 の講演 を試 み
(1)Petit:oP.cit.,PP.53etsuiv.,59etsuiv,
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たが,そ のなかで大学の理念と使命を論 じて,大 要次の ように述べた。大学の
理念,す なわちuniversitasの語に よって表わ される普遍主義が発現 したもの
は,大 学の国際的性格である。700年前 ヨーロッパに存在 しだ大学は,超 国家
的位置において発足 したものであった。それが後のヨーロッパ政治史のなかで
しば しば人文主義的普遍性か ら国家主義的排他性へと逸脱 して,時 には後者の
温床 とさえなったことは事実である。 しか し,そ うした歴史のなかの大学は,
同時にまた諸国民の排他的精神をヨーロッパ文明のいろいろな発展段階 で克服
して行 く長い過程で もあった ことを忘れてはなるまい。第二次大戦後の ヨーロ
ッパでは再び大学の普遍的精神が向復されつつある。 ヨー胃ッパの統合を実現
す るために,わ れわれは大学の国際的機能に期待す るところが大である。いか
にも諸国の政治的経済的構造を決定するのは最 高 学 府 の使命ではない。 しか
し,それの支柱であ り条件である精神的構造の創造を 大 学 は 助け るべ きであ
くり
る,と 。 この人は現 在 リュクサ ンブール大公 国を背負 って立つ首相であ る。彼
の努力に よって,1958年8月大公国に初 めて 「国際比較科大学」 とい うものが
政府 の事業 として成 立 した。 これは世界各国におけ る既存の大学で与え られ る
諸 科学の課 程 と重複 しない範 囲で,そ れ らの上に補習課 程 と して位置づけ られ
るべ き特殊研究科(6tudespostuniversitaires)たることを狙 った もので,法
律 ・経済 ・歴史 ・文学 な どの諸 科学の比較科 と して各国諸 科学の間隙 に国際 的
な比 較検討の広場 を見 いだそ うとす るわけで あ る。 この構想は既に第二 次大戦
の直後政 府要 路者の胸 中にあ ったのだが,迂 余 曲折 を経 て実現の運 び とは なっ
た。財源は,国 際的 な各財団に仰 ぐことに な ってい るが,逮 前 と しては運営 に
当 る大公国が最初の費用 を 自 ら負担す ることに よって,フ リーデ ソ首相は開学
く　ノ
式 へ踏 み切 った よ うで あ る。そ の間,ヨ ーロ ッパ大陸の諸大学は勿論,イ ギ リ
ス,ア メ リカの諸大学,更 には ソヴ ィエ トや ユーゴスラヴ ィア を含む社会主義
国家の諸 大学に も働 きかけ て,一 流 教 授 を講師 と して派遣す るよ うに懇請 し
(1)PierreFrieden:L'AspectspirituelduProbl6meEuropeenet'1eR61edes
Universit6s(1953),pp.25-29.ノ
(2)Ministさred'Etat:Universit61nternationa】edeSciencesCompar6es,In-
augurationdelaFacult61nternationaledeDroitCompar6(janvieri959),p.8
etsuiv.
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た 。春夏二回開かれ るこの大学は文 字通 り国際 色豊 かな もので,現 在 まで の と
くユ　
ころ比較 法学部が定期的に開講 され てい るが,こ れ には モス クワ大学 の ケチ ェ
キァ ソ(S.F.K6tch6kiane)教授やベ オグラー ド大学の ブラゴイ ェヴ ィック
(B.T.Blagojevic)教授 も,殆 ど毎 学期来講 してい る。受講 生のなかに も,ポ
ーラ ソドやル ーマニアか らの若い法律家が加わ って,多 彩 な セ ミナ ーが繰 り展
げ られ るのであ る。学部長には,ス ペイ ソのバル セロナ比較 法研究所長で パ リ
大学法学部の教 授で もあ る 比 較 会 社 法学 の権威 ソラ ・ヵソニザ レス(F.de
SolaCafiizares)教授が就任 してい る・教授 は この 大学 の設立 と運営 に異 常な
情 熱 を傾けた最大 の功労 者で あ るといわれ る。更に,比 較 法学者 と して世界 的
に有 名なル ネ ・ダヴ ィド(Ren6David)教授 も,1959年の春 学 期か らパ リ大
学法学部 の派遣 講師 と して参 加 した。教授 の この大学におけ る地位は主任教授
とい うところであ る。 この ように して軌道に乗 った国際比較 科大学は,リ ュク
サ ソブールの国家的事業 としてフ リーデソ首相年来 の宿 願を達成すべ く努 力 し
て い る。 ここには,今 ヨー ロ ッパを東 西に分 つ障壁 も一応取 り払われ て,自 由
な討論 の場がひ らけ よ うと してい る。曾 て リュクサソブ ール の鉄鋼王 マイ リッ
シが希求 した平和 ヨー ロッパの到来 が この よ うな雰囲気の なかか らやが て繭す
日はいつの ことで あ ろ うか。問題 は,こ の小 国に とってや は り余 りに も大 きす
ぎ るよ うに も思われ る。鉄鋼業 に生 きる国 とは いえ,国 民の大半は小農民 と労
働者で あ る。政府当局は,自 国の社会立法が第二次大戦前に おいてす らジ ュネ
ーヴの 国際労 働機構(lnternationalLabourOrganization)から模範 的で あ る
と賞讃 された こ とを,誇 りに してい る。戦後は更に社会保険制 度 も強化 され た
ぐの
よ うで ある。 しか し,そ の反 面には リユクサ ソブールが ヨーロッパ共 同体 内に
おけ る最高賃 金国で あるとい う事実 のため,こ の国の鉄鋼業 が ドイツ,フ ラソ
ス及び ベルギ ーの鉄鋼 業 との競争 を困難な らしめ られ てい ることも,見 逃 しえ
な い。加 えるに,上 級の鉄鉱は現に フラソス及び スウ ェーデソか ら輸入 してい
(1)1959年夏 学 期 か らは,比 較 経 済 学 部 及 び比 較 歴 史 学 部 も開 講 す る こ と に な って い
る と きい た が,そ の 後 の こ とは わ か らな い 。
〈2)Petit:Luxembourg,yesterdayandtoday,P,123etseq.そこで は,第 二 次 大
戦 後一 度 もス トラ イキ の な い こ とが強 調 され て い る。外 国 の ジ ャー ナ リス トた ちは,
《anoasisofcalmandcourtesy》だ とか,《aparadiseinanutsheU》だ とか讃
美 す る とい う こ とま で,引 用 され て い る。
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るので,そ の分の運 輸税 も負担 しなければ な らない。そ こへ もって きて,最 近
はイ タリア労務 者の流入が 相当に 目立 ち,首 都だけで もその数6,000人を超 え
るとい うことであ る。 これ は,協 同体 内の労 働条件の漸進的 な調和のために最
高機 関が説得 した移 民法緩和 の措置に よるもので あろ うが,こ の よ うに して経
済 的には可成 り困難 な条件が増 えてきてい る ようであ る。
首都 リュクサ ソブ ールの眺 めは,ヨ ー ロ ッパの過去 と現在 をその背 後に秘め
・ なが ら,限 りな く美 しい 。 ニ コラ ・プ ーサン(N.Poussin)の筆 の み が能
くこの天下の絶景を描 き うるだ ろ うと讃 嘆 したゲ ーテの記念碑の前に立 って,
塁 々 と重 な り続 く城塞の切 り立 った断崖の下に眼 を転 じれ ぽ,日 の当 らない
そ の谷底 には古 びた教会,養 老院,刑 務所,そ して貧民窟が続 いてい る。或 る
日,ド イッの受講生 と連れ立 って,谷 底 へ降 りて 見 た。 「こ の 町 に は不平等
くinequality)があ る!」 と彼が 英 独 混清 の言葉で叫ぶのを耳に しなが ら,わ た
くしは立 ちこめ る悪 臭のなかに侍 んだ 。見上げ る王城の街 には,何 を祝福す る
の か,三 色旗 がひ るが えっていた。 これが コ ソパ ラテ ィス ト(comparatiste)
の 国 リュクサ ンブ ールの姿であ る。
一 一1959.4.17稿,1960.12.10訂正加筆一 一
